
 

 

 

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                          

                                         

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今年は相澤伴
と も

主
ぬ し

の生誕 250 年にあた

ります。伴主は関戸村の名主で、花道

の流派｢允
い ん

中
ちゅう

流｣の創始者としても知ら

れています。 

伴主を知らなくても、『調布玉川惣

画図』(以下『惣画図
そ う が ず

』)を見たことが

ある人は多いのではないでしょうか？

伴主は『惣画図』の作者でもあります。 

『惣画図』は、多摩川の源流から河

口までを 10m 以上にわたって描いた絵

巻物で、弘化 2年(1845)、伴主が 78歳

の時に刊行されました。もともとは二

色刷りで出版されましたが、多摩市教

育委員会所蔵(多摩市指定有形文化財)

の 1本は、さらに彩色されたものです。

きれいな色遣いは人々に親しまれ、多

摩市の中学校の副読本などの表紙にも

使われています。 

 伴主が『惣画図』の刊行を思い立っ

たのは、72 歳の天保 10 年(1839)、小

河内郷の原村の温泉に浸かっていると

きでした。ふと｢玉川の源流はどこにあ

るのか？｣という疑問がわき、そこから

調査が始まったのです。 

現在、多摩川の水源は笠取山の水干

とされていますが、伴主の考えは少し

違っていました。伴主はまず｢玉川｣と

呼ばれ始める地点を現地の人に訊き、

甲州・武州の境付近であることを探り

出します。さらに源をたどり、三頭山

付近が源流だと結論付けました。 

伴主はこの探索結果を絵図で紹介す

ることにしました。源流だけではなく、

上流から下流まで多摩川沿岸の古跡名

刹などを調査し、それらも絵図と詞書

にまとめました。さらに、｢横溝八郎の

墓｣など、伴主が以前から調査をしてい

 

た地元・関戸村の旧跡も組み込みまし

た。こうしてできた絵図を親友の榎戸

源蔵に見せたところ、強く勧められて

刊行することになったのです。刊行に

あたってはプロの絵師である長谷川雪

堤に清写を依頼し、美しい絵図となり

ました。絵図の中心は伴主の住んでい

る関戸付近に据えられ、富士山が描か

れました。 

『惣画図』刊行は伴主自身の多摩川

源流・流域・関戸への思いだけではな

く、広範囲にわたる伴主の友人たちの

支援によって実現したものでした。親

友・榎戸源蔵は刊行のために人々から

お金を集める無尽講を実施していま

す。また、青梅市の御嶽神社にはかつ

て長谷川雪堤画の｢三十六歌仙絵額｣が

掛けられていました(現在は外されて

います)。これは『惣画図』刊行 1か月

前の弘化 2 年 1 月に、伴主と羽村の眼

医者・坂本千春によって奉納されたも

のです。 

『惣画図』は初版の後に改訂版が作

られ、何度も刷られていたことが近年

の調査で判明しています。その後も復

刻されるなど、人々に長く愛され続け

てきた作品といえるでしょう。 

※現在、パルテノン多摩歴史ミュージアムでは 

図書館連携展示として、この『惣画図』の実 
物と、図書館コレクションの多摩川流域の地 

図や絵葉書・絵図等を展示中です(11月 13日 
まで)。 
文中の『惣画図』は裏面をご覧ください。 

複々線の完成を機に、｢新しい小田

急｣へと変革していく転換点を迎え、将

来、社会やお客さまに対して提供して

いきたい価値を描き、それに近づくた

めの挑戦を繰り返していくことが必要

だと考えています。この考えを経営計

画へ反映するため｢長期ビジョン 2020｣

を修正することとしました。 

｢長期ビジョン 2020｣における基本方

針及びグループ成長戦略で掲げたテー

マについては継続しつつも、今回新た

に｢未来フィールド｣を設定します。 

｢未来フィールド｣とは、当社グルー

プのあるべき姿として、｢お客さまや社

会にどのような価値を生み出していく

のか｣、｢そのために自らがどのような

組織であるべきか」を示すもので、具

体的な施策は以下のとおりです。 

モビリティ×安心・快適 

鉄道利用のさらなる増加を目指し、

先進的な技術による高度化、省力化を

実現します。さらに自動運転技術等の

次世代のテクノロジーを活かし、多様

な交通モードのシームレスな連携によ

る移動サービスを享受できる生活の実

現を目指します。 

まちづくり×愛着 

沿線の魅力を牽引する“集客フック

駅”と、夜間人口の増加を目指す“く

らしの拠点駅”に役割を分けて、まち 

の個性を引き立てる投資や仕掛けづく

りを進めます。さらに当社沿線内外に 

 

 

 

 

 

 

おいて事業規模の拡大を図り、中長期

的に不動産業の営業利益を運輸業の営

業利益と比肩する規模まで引き上げます。 

くらし×楽しさ 

顧客ニーズの多様化やＥコマースの

進展等、将来にわたり続く変化の中で

も価値を提供する未来型商業への変革

を推進します。また、「ロマンスカーミ

ュージアム」を開業します。 

観光×経験 

リゾート地や大都市において、地域

ならではの魅力をプロデュースし、ま

ちの価値を高めるホテルの出店を加速

します。また、箱根など沿線観光地で

新たな商品、サービスを生み出してい

きます。 

わくわく×イノベーション 

事業アイデア公募制度の導入等、新

規事業創造やイノベーションにつなが

る人材とアイデアを育てる仕組みを構

築し、社員が夢を持ってチャレンジで

きる機会を創出します。また新たな価

値創造の基盤として、社員一人ひとり

の考え方や能力等を最大限に活かすた

めの各種制度・環境整備を実施します。 

 

今後も小田急グループは、自らの社

会的責任を着実に果たすことで、日本

一暮らしやすい沿線づくりを進めると

ともに、皆さまから信頼され、社会と

共に発展する企業を目指し取り組んで

まいります。 

 

 

  

新しい小田急線（４） 

 

 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム(公益財団
法人多摩市文化振興財団)学芸員。首都大学
東京、東京医療学院大学非常勤講師。 
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東京都出身。3歳よりヤマハ音楽教室にてピアノと作曲を始める。2014

年度ヤマハ音楽奨学支援対象者。東京芸術大学音楽学部附属音楽高等

学校を経て、東京芸術大学卒業。これまでに、K.アンドラーシュ、M.

ベロフ、P.ロジェ、J.ルヴィエ、D.タイソン、R.マクドナルドの各氏

のレッスンを受講、新理恵、川染雅嗣、植田克己、江口玲の各氏に師

事。室内楽を玉井菜採、坂井千春の各氏に師事。全国各地で演奏活動

を行うかたわら、韓国、米国、スペインなど国外の演奏活動も行って

いる。また、ソリストとしての活動のみならず、歌曲伴奏や室内楽の

活動にも力を注いでおり、多種多様な演奏活動を展開中。 

日本一暮らしやすい路線を目指して 

 

■片岡
かたおか

 健人
た け と

（ピアノ） 

小田急電鉄株式会社 

 

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（１１） 

 

 

相澤伴主と調布玉川惣画図 

しょうぶかん 
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会  場 ： ロビー     

入場料 ： ￥500 (小学生以下無料) 

出  演 ： 片岡 健人   

曲  目 ： モーツァルト/きらきら星変奏曲 

           ラヴェル/水の戯れ リスト/ラ・カンパネラ 

主  催 ： 菖蒲館まつり実行委員会 

◆ 9月 22日(土)  17:30開場  18:00開演 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

絵本よみきかせ ～ おはなしのいす ～ 

☆日 時： 9月 1日(土) 11:00～11:40 

     10月 6日(土) 11:00～11:40 
☆場 所：2階和室(事前の申込み不要) 

※絵本は誰もが楽しめ心を豊かにしてくれます 

☆主 催：福祉部会 ☆問合せ：042-376-4538(白石) 

 

ペチュニア  

 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 9月 18日(火) 14:00～16:00 

      10月 16日(火) 14:00～16:00 
☆場 所：1階第１会議室 ☆参加費：無料(直接会場へ) 

※相談員は社協・包括の職員。相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

 

 

菖蒲館ウォーキング 

 ～風にそよぐススキの穂波と野津田公園～ 

☆日 時：9月 29日(土) 9:00菖蒲館集合 

雨天の場合は翌 30 日(日) 

☆コース：菖蒲館～鶴之橋～小野路城址 

～道祖神～野津田高入口～野 

津田公園～ススキ草地～小野 

神社～里山交流館(解散) 

    (徒歩おおよそ 8㎞､3時間) 

☆参加費：100円（保険代ほか）          

        当日直接受付（事前の申込み不要） 

☆持ち物：タオル、飲み物、帽子等  

※ 歩きやすい靴と服装で 

☆主 催：健康･スポーツ部会 

 

 

 

 

映画鑑賞会 

愛情物語 

1930 年から 20 年間にわたり美しい調べで全米を魅了した

音楽家エデイ・デユーチンの物語。カーメン・キャバレロ

の演奏による“Two Love again”も大ヒット。 

1955年アメリカ映画 第 29回アカデミー賞受賞作品 

監督：ジョージ・シドニー 

主演：タイロン・パワー、キム・ノヴァク 

☆日 時：9月 4日(火) 

     上映 14:00～16:10 

☆場 所：2階ホール 

☆参加費：無料(事前の申込み不要､直接会場へ) 

☆主 催：福祉部会映画同好会 

 

 

 

 

パソコン教室 

 ～ オリジナル名刺と簡単チラシの作り方 ～ 

☆日 時： 9月 13日、20日、27日 

     10月 4日、11日 毎週木曜 10:00～12:00 

☆場 所：2階第 2会議室  

☆定 員：5名(申込み先着順 受付 10:00～) 電話受付可 

☆受講料：3000円(5 回分初回に一括納入) 

☆機 器：ノートパソコン(Windows10)を貸与 

☆主 催：パソコン教室特別委員会 

 

菖蒲の会（高齢者食事会） 
～厳しい今年の夏も終わり、ホットとしている今日この頃です。 

みなさんと食事をしながら楽しい話の花を咲かせましょう！～ 

☆日 時：9月 19日(水) 12:00～13:30 
☆場 所：1階ギャラリー 

☆対象者：市内在住の 75歳以上の方 

     （付き添いの方もご一緒にどうぞ） 

☆参加費：1人 300円 

☆定 員：18名(申込み先着順、受付 10:00～) 

      ※本人が直接申込み下さい(電話可) 

☆献 立：まぜごはん、とりシューマイ、茶碗蒸し、 

酢の物、デザート 

※アレルギーの方はご相談下さい 

☆主 催：福祉部会 

 

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、菖蒲館は四季折々、様々な草花で

いっぱいです。協力員の方々とご一緒にご参加下さい。 

☆日 時： 9月 15日(土)10:00～ 

     10月 20日(土)10:00～ 

 

 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆主 催：まちづくり部会  

 

 

 

多摩市指定有形文化財「調布玉川惣畫圖」多摩市教育委員会所蔵資料 

 

 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 83回 9月 16日(日) 9:00～11:00 
第 84回 10月 21日(日) 9:00～11:00 

毎月 1回実施(原則第 3日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会  

 

 

   

+ 

次号は｢菖蒲館まつり特集号｣ 9月 30日 発行予定 

 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

マリーゴールド ニチニチソウ キンギョソウ 


